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薬学部助教授

〆
永 井右近

この欄に何か書くようにと云われて，さて何を書いて良いか困ってしまった。図書館委員

になって9カ月になるが，勉強不足で図書館について何も知らないことを改めて思い知らされ

た次第である。そこで数年前，英国に留学した折，図書に関して感じたことを書いて責をふさ

ぎたいと‘思う。

私がいたのはロンドン大学イムペリアルカレッジの化学部だが，そこの図書室でこちらと

だいぶ様子がちがうと,思った点は，雑誌類がすべて禁帯出であること，24時間開館であるこ

と，係員は年配の女性一人だけであること等である。「図書室は皆の書斎である」といった考

え方がそこに流れていたように,思えた。何か調べたいときは何時でも気軽にそこへ行って，必

要ならば何時間でもそこで勉強していられるので，これは研究者にとっては非常に便利なシス

テムである。

こうした運営がこちらでも実現できないものかと考えて見たが二つの点で問題があること

に気がついた。一つは管理と利用者の便宜の相互関係で，管理に大きな比重が置かれている現

状では24時間開放には無理があるように思われる。もう一つは言葉の壁である。雑誌類の禁

帯出が実行できるのは結局，言葉の問題に帰するように‘思える。彼等は，と云うのは同じ研究

室にいたスタッフや学生達のことであるが，殆んど全くと云って良い程コピーを取らない。し

たがって複写装置など置いてないのである。これには困ったが，彼等にはコピーの必要がない

のである。

考えて見れば私自身も日本語の論文をそっくりコピーすることはまずないことで，ざっと

目を通して要点をメモすれば事足りる。だから彼等が英語の論文をコピーしないのは当り前の

ことである。しかし問題はここから初まるのである。

私共の専門分野での研究論文の大半は英語で発表されるから，上記のことが重要な意味を

もって来る。すなわち，｜司じ必要情報を得るスピードに大きな差がある訳で，これが雑誌の館

外借出を余儀なくさせる原因であると‘思われる。必要な情報を得るスピードは研究の能率に大

きな影響を与えるから，この点私共は宿命的に大きなハンディキャップを負わされていること

になる。

この不利を克服する処方茎は二枚必要と思われる。一枚は英語教育の強化で，もう一枚は

統訳サービスの開始であると思う。この二つはどちらか一方ですませる性質のものではない。

かって応電の山崎教授が本欄(Vol.2.No.5)に－必要な論文を電話で請求すると翌日その

写しが届く－仕組の話を書かれたが，その邦訳が届けば良いと思うのは怠け者の夢に過ぎな

いだろうか。いわゆる第2外国語の論文については特にそう思う－翌日は無理としても。こ

れは図書館の守備範囲の事だと』思うがどんなものだろう。

■

戸



愉蔭

◆会議

第44回図書館委員会

くとき昭和45年2月25日（水）＞

＜ところ附属 図 書 館 会 議 室 ＞

1．外務省から本学に対し,OECD寄託図書館の指定について照会があり，受諾することを了承された。

2．共通図書費による購入図書について，了承された。

3．追加予算の使途および封鎖に伴う施設，設備等の被害額についての報告が了承された。

4．閲覧個室の利用を4月1日から再開することが了承された。

第8回教養分館委員会

くとき昭和45年2月13日（金）＞

＜ところ教養分館長室＞

1．事務主任から建物新営設伽費の支出報告があり，了承された。

2．昭和45年度教官指定図書の購入計画について協議，引き続き次回委員会で再度協議することになった。

3．事務主任から分館運営にかかる当初の人員要求と当面の見通しについて報告があった。

第9回教養 分館委員会

くとぎ昭和45年3月20日（金）＞

＜ところ教養分館長室＞

1．特別図書費要求について協議された。

2．事務主任から当面する教養分館運営上の課題について説明があり，協議された。

3．昭和45年度図書購入計画について協議,弓|き続き次回委員会で再度協議されることとなった。

◆学内図書館だより

く附属図書館＞

OECD出版物寄託図書館について

OECDは,1961年9月に設立され，加盟国間の経済発展，低開発地域への援助増大，世

界貿易拡大などについて加盟国間の諸問題を協議する国際機関で，日本も1964年4月に正式

加盟しております。OECDでは，各種の研究や執告をとりまとめ出版物として一般に公表

し，世界各国の人々の利用を計るほか，世界各国に約150カ所のOECDDepositaryLibrary

を指定して出版物を無料で送付し広く利用されており，日本では国立国会図書館，東京大学総

合図書館，西南学院大学図書館の3カ所です。

このたび，本学に対し外務省を通じOECDDepositaryLibraryの指定の照会がありま

したので，受諾する旨回報してあります。正式指定は，きたる4月28日万国博OECDスペ

シャル・デーにおいて,OECD事務総長から指定通知を受けることとなっております。

この指定により,OECDから刊行されるすべての出版物が無料で送付されるため，これ

らの貴重な研究成果を利用できることとなります。

府県統計書の整備計画に着手

近年，とゑに府県統計書に対する評価が高まっており，戦前の府県統計害については，既

にマイクロ・フイルム版の複製が出されている。

本学に於ても，既に数年来，文部省特別図書購入選択リスト中にも，その購入希望が見ら

れ，また，人文系学部からも，要望の声が聞かれる。本館は，この統計書を，明治年間から収蔵
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しているが,学部図書室では,収集する計画はないようである。したがって，前述の状況をも考

慮して，本館が府県統計書を整備する事が，利用上，最も適切であると考え，蔵書構成の一貫

として，出来るだけ，これを完全な状態に復し，これを維持して行くための整備計画を立てた。

この計画を達成し，利用の円滑を計るには，次の三点を完全に実行する事が必要である。

第1点として，昭和45年現在，本館で欠本である統計書を補充して，完全な蔵書に作り

上げる事。

第2点として，昭和45年以降，毎年発行される47の都道府県（沖縄を含む）の統計書を

漏れなく受け入れるための態勢を整える事。

第3点として，冊子目録を作成する事。

第1点の欠本補充については，戦前と戦後に分けて計画し，幸い，明治年間から終戦まで

の分は，マイクロ・フイルム版で出版されているので，本館としては，終戦までの欠本部分を，

マイクロ・フイルム版で入手する事を考え，手配中である。

しかし，このマイクロ・フイルム版と，既に所蔵している現物との関係は，必ずしも欠本

が集中的にまとまっている訳ではないので，保管場所等の関係で，利用上，不便が考えられ

る。それで，マイクロ・フイルム版からの拡大複製に依り，出来るだけ，発行年毎に両者間を

調整して，利用上，余り支障がないように考慮するつもりである。

戦後から現在に至る欠本補充については，戦前のマイクロ・フイルム版のように，一括し

て入手する事が不可能であり，したがって，古書として購入，発行機関に在庫がある場合の寄

贈依頼，所蔵している他の研究機関で，複写可能な所への複写依頼等，個々に入手する方法を

採らざるを得ないので，最も困難で，苦労を要する作業であるが，これも出来るだけ，短期間

に整備して，利用の便を計りたいと考えている。

第2点の整備については，各々の統計書の発行先に照会し，入手方法を調査して，その結

果に依り，受け入れ態勢を立て，各年度にわたり，受け入れ漏れが生じないよう，定期的に収

集整備して，利用に供したいと考えている。

第3点の目録作成については，その対象が，現物と，マイクロ・フイルム版との両方があ

るので，利用上便利であり，かつ，正確で詳細な冊子目録を，第1点の整備のめどがつき次

第，作成するつもりである。

前述の府県統計書の整備計画に関連して，約90種程の指定統計が発行されており，本館

に於ても，このうちの数種を収集している。この他にも，各関係機関から発行されている相当

数の統計が受け入れられている。これらについても，学部図書室との収集上の調整を行い，分

担収集の方針を立てる事が，図書館運営上，また，利用の効率化を計るためにも必要である。

最後に，この計画を立てるに当っての調査で感じた事は，本館所蔵の府県統計書に，意外

に欠本が多く，（これは，他の図書館に於ても，性々にして見られる事であるが）先の計画書に

あるように，この事が，補充整備には多額の予算（推定300万円）と多大の労力を必要とする

作業である。したがって，我々は収害計画を立てたものについては，常に完全な状態に保つ事

を心がけるべきであり，ざもなくぱ，必要に迫られた時に，欠本補充を繰り返す事になり，む

だな費用と労力を費す事になるであろう。

殊に，今日のように，多量に発行される資料を，網羅的に受入整理をし，利用に供する事

は，事実上，不可能であってふれば，本館としては，充分の心構えを以って，収書計画を立て，

受入整理保管に費やされる労力，費用，所蔵場所，および利用の状況を考慮して，業務と利用

の効率化を計るべきであり，更には，本館に蔵書を収納している人文系学部との協力に依り，

(131）
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開拓使簿書中の札幌農学校関係文書を調査

本学の前身である札幌農学校は，明治初期に設立された数少い高等教育機関の一つです

が，その歴史は北海道の開拓およびアメリカ式制度・教科の採用などの観点から，研究に値す

る多くのものをもっています。

この研究に際して根本史料となるものに，札幌農学校の公文録綴および開拓使の簿害があ

ります。前者は開拓使仮学校設置の明治5年から農科大学昇格に至る明治39年までの文書の

綴りでこれは本館に保管されています。この文書綴には農学校の人事・庶務・会計の記録のほ

か，生徒の入校誓約書，学業履歴書，成績表，団体の設立届出など多くの興味ある文書が含ま

れています。しかし残念ながら文書目録が作成されていないため，その全貌は未だ明らかでは

ありません。

いま一つの開拓使簿書というのは，明治初年に北海道開拓を推進した開拓使の危大な文書

綴で，これは北海道庁行政資料室（赤れんが）に所蔵されています。札幌農学校は開拓使の付

属施設であったため，後者の文書中には初期の農学校に関する文書が数多く含まれているわけ

です。この開拓使簿害は行政資料室において既に簿書目録が完成し，さらに簿書中の文書の内

容を記した件名目録が編集され始めています。しかしこれは未だ明治6年までの5冊が刊行さ

れたばかりです。

以上のような次第で，本館は上記の二つの文書群を比較調査し，開拓使簿書中の農学校関

係文書の目録を作成するため，昨年の封鎖期間中に3名の職員を道庁に派遣しました。その結

果，明治9－10年の2年分について約500件の農学校関係文書が発見され，件名（文書の標題1

を与えられました。この中には農学校創設期の事‘情を物語る貴重な文書やクラーク博士に関す

る文書も少くありません。下記の冊子目録を印刷しましたので，とくに必要とされる方は北方

資料室までお申出下さい。

なお本館所蔵の札幌農学校|日蔵文書は，近いうちに北大資料室を設置してここに移し，整

理を始める予定です。

北海道庁所蔵札幌農学校関係文書件名目録第1分冊（明治9－10年)B5横版70頁

雪･‘,‘‘｡,""一"""‘‘""･-""‘"Ⅲ"･一"""‘""－"".,1,,"一・"”四季,‘"････"側,｡.,,"．．。
■
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応用電気研究所は，工学，医学，農学，理学等の異なる学部間のこれらの協力研究体制を

強化する目的で，昭和16年1月24日，超短波研究室の設置とその定員が認められ，同年2月

20日，超短波研究室規定が施行され運営をはじめたのが，本研究所のおこりである。

戦後，平和回復後の産業復興にその使命を見出した本研究所は，昭和21年3月にその名

称を応用電気研究所と改めたのである。以来活発な研究活動が広範囲に行なわれ，戦後の産業

復興に大きく貢献したのである。これら研究の一端を担なう図書室が本研究所に設置されたの

は，昭和24年で人員も1名であった。

昭和38年に旧木造館では狭あいでもあり，老朽で，近代的な研究の遂行には全く適でな

(132

、
＝

、



Vo、4No.2
■
■
己

くなったので改築が始まり，昭和41年に鉄筋コンクリート5階建の近代的な研究所に生まれ

変わり，現在研究部門の数も電子回路，電波応用，物理，強誘電体，応用数学，化学，電子機

器分析，生理，生体物理，メディカルエレクトロニクス，メディカルトランスデューサ，メデ

ィカルテレメータの13部門から成り，各部門において活発な研究活動が日夜行なわれている

のである。近代的な建物になると図書室も広くなり，事務室（整理室)，閲覧室，書庫等を含め

総面積173㎡を有し，設備も年々充実され，現在人員は3名をもって構成されている。研究

上貴重な雑誌類が，各部門において分散管理されていたものを，数年前から図書室において全

て管理し，広く利用者に対し効率的に運営される様に努めたのである。単行本は現在，登録完

了と同時に各部門において管理されているが，年々増加する図書で飽和状態の部門もあり，叉

管理上の面及び図書資料の円滑をはかるためにも図書室において集中管理をした方が良いので

はないかという意見もある。より新しい学術文献資料を要求される利用者に対処し，現在，附

属図書館より送付される二種類のコンテンツ・サービスをはじめ，工学部及び理学部に依頼し

て新着雑誌のコンテンツ・サービスを送付していただき利用者に提供している。日常業務の外

に古くから各部門に分散所蔵されている図書のインスペクションをはじめ，まだまだなさなけ

ればならないサービス活動，特にレファレンス・サービスも日常の業務におわれ支障をきたし

ている現状であるが，今後は事務上の合理化に努力し余力を出来る限りレファレンス・サービ

スにつとめたいと考えている。参考までに本研究所の蔵書数及び出版物は下記のとおりで

ある◎

洋書3,894冊

無雑識擢i昭和45年Ⅷ在I洋雑誌156種

応用電気研究所報告年4回

MonographeSeries 年1回

『
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資料紹介
-11''11-Ⅱ'11勺

P ドイツの出版目録について

競近，本館4階参考閲覧室に,DeutschesBUcherVerzeichnis1911-1940,22巻が備え

られたので，今回は本館の所蔵するドイツの出版目録について簡単に紹介してみたい。

ドイツの出版iI録はいろいろあるが，おもなものとしては，本館の所蔵する下記の3点を

あげることができる。そのうちKayser{,1834年の発行と古いが，その編集方針は次の

DeutschesBticherVerzeichnis及びDeutscheBibliographieにほとんどそのまま受け継がれ

ている。即ち，共通の特色として，単にドイツ国内の市販，非市販の出版物(それは単行本に限

らず，雑誌，地図，主要官庁出版物などを含んでいる。ただし，学位論文，楽譜などは含まれて

いない）に限らず，同じくドイツ語を主要言語としているオーストリア，スイスの出版物（た

だしこれはドイツ語の出版物に限られている）を掲載していることであり，また各期間，著者

名目録（それのないものは書名，またWorterbuch,Lexikon,Jahresverzeichnisなども書名）

Titelverzeichnisと主題名目録Stich-undSchlagwortregisterに分けて発行されていることで

ある。Titelverzeichnisにより各期間毎に，著者,書名，出版地,出版社，出版年,ページ数,価格

の順に知ることができ,Stich-undSchlagwortregisterにより各期間毎に，それぞれの主題に

(i3a
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関して同様の事柄を知ることができる。著者名，主題名の配列はアルファベット順で，価格は

図書が発行された当時の価格である。

ただ，本館所蔵のものについては，まだ欠号の部分（1941-1953）があり，早急に補充され

ることが望まれる。これが補充されれば，ドイツの出版物については，古く1750年から最近

のものに至るまで，ほぼ完全に知ることができるようになる。

以下，3点について簡単に説明すれば，

*c、G.Kayser'svollstandigesB曲cherLexikon,1750-1910．Leipzig、33vols.

C.G.Kayserの編集によりその名がある。収録期間は一定していない。この図書の

Reprint版が,1961年に出版されているが，本館所蔵のものは第1巻が1834年の原版である。

1931年の購入である。

*DeutschesB曲cherVerzeichnis,1911-1940.Leizig.22vols.

これは1911年以降,5年毎に発行されている。今回購入のものは1962年のReprint版で

その一部分である。

*DeutscheBibliographie;HalbjahresVerzeichnis,1954-FrankfurtamMain

これば1951年以降，半年毎に西ドイツで発行されているもので，本館所蔵は1954年から

である。ドイツで出版された最近の図書はこれによって知ることができる。

第二次大戦後，ドイツは東西両ドイツに分割されたが，出版目録においては，東西いずれ

の側から発行されている出版目録もドイツ全体の図書を掲載するようにしており，この出版目

録においても，東ドイツで発行された図書についても，知ることができるようになっている。
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